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議
会
三
団
体
（
全
国
市
議
会
議
長
会
、
全
国
都
道
府
県
議
会
議
長
会
及
び
全
国
町
村
議

会
議
長
会
）
は
こ
の
ほ
ど
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
研
修
を
実
施
す
る
際
に
活
用
で
き
る
研

修
動
画
を
制
作
し
、
本
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
議
員
及
び
議
会
事
務
局
専
用
ペ
ー
ジ
で
配
信

を
開
始
し
た
。
配
信
期
間
は
令
和
６
年
４
月
2
日
～
７
年
３
月
31
日
を
予
定
し
て
い
る
。

「
政
治
分
野
に
お
け
る
男

女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
す

る
法
律
」
が
令
和
３
年
６
月

に
改
正
さ
れ
、
国
及
び
地
方

公
共
団
体
に
お
け
る
施
策
の

強
化
が
求
め
ら
れ
、
家
庭
生

活
と
の
両
立
支
援
の
た
め
の

体
制
整
備
等
の
環
境
整
備
、

セ
ク
ハ
ラ
・
マ
タ
ハ
ラ
等
の

発
生
の
防
止
に
資
す
る
研
修

の
実
施
や
相
談
体
制
の
整
備

な
ど
の
施
策
を
講
じ
る
こ
と

が
明
記
さ
れ
た
（
令
和
３
年

6
月
16
日
公
布・施
行
）。 

特
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ

い
て
は
、
パ
ワ
ハ
ラ
を
含

め
、
▽
議
員
と
議
員
▽
議
員

と
有
権
者
▽
議
員
と
職
員
―

と
の
関
係
な

ど
、
い
く
つ

か
の
ケ
ー
ス

が
想
定
さ
れ

て
い
る
。 

こ
の
よ
う

な
状
況
を
踏

ま
え
、
全
国

の
地
方
議
会

議
員
の
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン

ス
の
意
識
向

上
に
資
す
る

た
め
、
議
会

三
団
体
（
全
国
市
議
会
議
長

会
、
全
国
都
道
府
県
議
会
議

長
会
及
び
全
国
町
村
議
会
議

議
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
の
向
上
に

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
研
修
動
画

議会三団体
共同制作

早稲田大学政治経済学部卒、
人事院採用、外務省在ウイーン
日本政府代表部一等書記官、
人事院総務課長、立命館大学
大学院教授、人事院公務員研
修所主任教授、財務省財務総
合政策研究所研修部長などを
経て退官。
財務省、国交省、農水省、人事
院、会計検査院、検察庁、警
察、消防、自治大学校、市町村
アカデミー、ＪＩＡＭ、宮城県、群馬
県、埼玉県、千葉県、京都府、
兵庫県、福岡県、大阪市、京都
市、名古屋市、広島市、北九州
市、長崎市、地方議会等におい
て、マネジメント、ハラスメント防
止、コンプライアンス、働き方改
革等の研修講師を務める。

講 師 紹 介

高 嶋  直 人  氏  

一般社団法人 
公務員研修協会
代表理事

長
会
）
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
に
係
る
研
修
動
画
を
共

同
で
制
作
し
た
。

研
修
動
画
で
は
、
一
般
社

団
法
人
公
務
員
研
修
協
会
代

表
理
事
の
高
嶋
直
人
氏
が
、

議
員
に
求
め
ら
れ
る
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
を
解
説
し
た
う

え
で
、
暴
言
、
名
誉
棄
損
、

侮
辱
、
威
圧
的
な
行
為
な
ど
、

想
定
さ
れ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
典
型
例
を
紹
介
し
て
い
る
。

本
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
議

員
専
用
ペ
ー
ジ
で
令
和
6
年

4
月
2
日
～
7
年
3
月
31
日

ま
で
の
配
信
を
予
定
。

配
信
開
始

全
国
市
議
会
議

長
会
は
、
来
た
る

5
月
22
日
、
東
京

国
際
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
第
100
回
定

期
総
会
を
開
催

す
る
。
総
会
で
は
、

副
会
長
以
下
の

役
員
選
任
、
相
談

役
の
委
嘱
が
行

わ
れ
る
ほ
か
、
正

副
議
長
・
議
員
の

永
年
勤
続
者
へ
の
表
彰
状
の

贈
呈
、
前
役
員
へ
の
感
謝
状

の
贈
呈
な
ど
が
行
わ
れ
る
。

ま
た
会
議
で
は
、
一
般
事

務
と
会
計
並
び
に
そ
の
他
の

報
告
、
地
方
行
政
委
員
会
な

ど
本
会
8
委
員
会
の
令
和
5

年
度
活
動
報
告
の
の
ち
、
会

長
提
出
議
案
と
地
方
部
会
か

ら
提
出
さ
れ
た
議
案
を
審
議

す
る
。

全
国
9
つ
の
地
方
市
議
会

議
長
会
は
、
4
月
18

日
に
開
催
さ
れ
る
東

北
、
東
海
及
び
近
畿

市
議
会
議
長
会
を
皮

切
り
に
定
期
総
会
を

開
催
す
る
（
下
掲
）。

各
議
長
会
定
期
総

会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
市
議
会
議
長
会
に

お
け
る
新
会
長
を
選

出
す
る
と
と
も
に
、

東京国際フォーラム5 月 2 2 日
本会定期総会開催へ本会定期総会開催へ

定
期
総
会
の
閉
会
後
は
、

各
委
員
会
合
同
会
議
を
開
催

し
、
正
副
委
員
長
の
選
任
を

行
う
予
定
と
し
て
い
る
。

本
会
定
期
総
会
に
提
出
す
る

要
望
議
案
な
ど
の
審
議
が
行

わ
れ
る
。

地
方
議
長
会
総
会

4
月
18
日
か
ら

部 会 開催日 開催市
（開催場所）

北海道 4 月 23 日（火） 苫小牧市
東　北 4 月 18 日（木） 山形市
北信越 4 月 23 日（火） 福井市

関　東 4 月 25 日 （木） 熊谷市
（さいたま市）

東　海 4 月 18 日 （木） 岐阜市

近　畿 4 月 18 日 （木） 香芝市
（奈良市）

中　国 4 月 23 日 （火） 宇部市
四　国 4 月 30 日 （火） 高知市
九　州 4 月 25 日 （木） 熊本市

全国市議会議長会
メンバーのページ
議員の方

全国市議会議長会
メンバーのページ
議会事務局の方

画
像
ク
リ
ッ
ク
で
メ
ン
バ
ー

ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す

https://www.si-gichokai.jp
https://www.si-gichokai.jp
https://www.si-gichokai.jp/open/giin/login.jsp
https://www.si-gichokai.jp/open/member/login.jsp
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所属党派 男 性 女 性 合 計 割 合
無所属 9,289 1,472 10,761 58.1
公明党 1,519 736 2,255 12.2

自由民主党 1,823 199 2,022 10.9
日本共産党 885 686 1,571 8.5
立憲民主党 451 216 667 3.6

諸　派 303 189 492 2.7
日本維新の会 298 89 387 2.1
国民民主党 103 27 130 0.7

参政党 71 37 108 0.6
社会民主党 59 19 78 0.4

れいわ新選組 26 21 48 0.3
みんなでつくる党 4 3 7 0

合　計 14,831 3,694 18,526 100

■市区議会議員の所属党派別一覧（令和5年１２月３１日現在）

※「諸派」には、旧立憲民主党として届け出られた者が含まれる（旧立憲民主
党は令和２年９月14日に解散したため。）。また、旧国民民主党として届け出
られた者が含まれる（旧国民民主党は令和２年９月11日に解散したため。）。

無
所
属
議
員

無
所
属
議
員  

６
割
６
割

区
議
会

区
議
会  

女
性
大
き
く
増
加

女
性
大
き
く
増
加

議
員
及
び
長
の
所
属
党
派
別
人
員
調
等

総 務 省総 務 省総
務
省
は
こ
の
ほ
ど
、
令

和
５
年
12
月
31
日
現
在
の

「
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の

議
員
及
び
長
の
所
属
党
派
別

人
員
調
等
」
を
ま
と
め
た
。

同
調
査
は
総
務
省
が
毎
年

調
査
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

▽
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の

議
員
及
び
長
の
所
属
党
派
別

の
人
員
▽
地
方
公
共
団
体
の

長
の
連
続
就
任
回
数
▽
令
和

５
年
中
に
お
け
る
地
方
公
共

団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
長

の
選
挙
の
執
行
件
数
―
に
つ

い
て
取
り
ま
と
め
て
い
る
。

同
調
査
に
よ
る
と
令
和
5

年
12
月
31
日
現
在
、
市
区
議

会
議
員
数
は
1
万
８
５
２
６

人
で
男
性
１
万
４
８
３
１
人

（
80
・
1
％
）、
女
性
３
６
９

４
人
（
19
・
9
％
）
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
う
ち
区
議
会

議
員
の
男
女
比
を
見
る
と
、

全
区
議
会
議
員
数
８
９
9
人

の
う
ち
女
性
議
員
は
３
２
５

人
を
占
め
て
お
り
、
昨
年
よ

り
も
5・4
㌽
増
の
36・2
％

と
大
き
く
増
加
し
て
い
る

（
左
上
グ
ラ
フ
）。
市
議
会
で

は
全
議
員
数
１
７
６
２
７
人

の
う
ち
女
性
議
員
は
３
３
６

９
人
と
な
っ
て
お
り
、
昨
年

よ
り
1・7
㌽
増
の
19・1
％ 

と
な
っ
て
い
る
。

立
候
補
届
出
時
の
所
属
党

派
別
の
人
員
を
見
る
と
、
無

所
属
が
１
万
４
５
８
３
人
と

全
体
の
約
6
割
を
占
め
て
お

り
、
次
い
で
公
明
党
、
自
由

民
主
党
、
日
本
共
産
党
、
立

憲
民
主
党
の
順
と
な
っ
て
い

る
（
左
表
）。

※
性
別
非
公
表
の
議
員
が
い

る
た
め
、
男
女
の
計
と
計
が

一
致
し
な
い
箇
所
が
あ
る
。

10

15

20

25

30

35

40
区議会市議会

令和5令和4令和３令和２令和元

36.2

令和 5 年 12月31日現在 899 人
（男性 573 人 / 女性 325 人）

令和 5 年 12月31日現在 17,627 人
（男性 14,258 人 / 女性 3,369 人）

30.830.730.229.9

16.215.9

※市議会は政令指定都市議会を含む

19.1
17.416.8

（%）

区議会

市議会

■市議会及び区議会における女性議員の割合の推移

※総務省「地方公共団体の議会の議員及び長の所属党派別人
員調等」を基に作成（各年1２月末日現在）

▼
議
長

▽
南
丹 

谷
尻
昌
史（
2・20
）

▽
新
座 

島
田
久
仁
代（
2・28
）

▽
三
沢 

加
澤
　
明（
3・22
）

▽
富
山 

横
野
　
昭（
3・22
）

▽
阿
波 

笠
井
安
之（
3・22
）

▽
川
口 

榊
原
秀
忠（
3・25
）

▼
副
議
長

▽
南
丹 

吉
田
尋
子（
2・20
）

▽
新
座 

助
川
　
昇（
2・28
）

▽
中
津 

林
　
秀
明（
3・21
）

▽
三
沢 

佐
々
木
卓
也（
3・22
）

▽
富
山 

松
尾
　
茂（
3・22
）

▽
野
々
市 

安
原
　
透（
3・22
）

▽
富
士 

山
下
い
づ
み（
3・22
）

▽
阿
波 

武
澤
　
豪（
3・22
）

▽
川
口 
関
由
紀
夫（
3・25
）

▼
事
務
局
長

▽
旭
川 
稲
田
俊
幸（
4・1
）

▽
岩
見
沢 

吉
成
　
章（
4・1
）

▽
士
別 

岡
崎
忠
幸（
4・1
）

▽
名
寄 

渡
辺
博
史（
4・1
）

▽
深
川 

本
多
孝
二（
4・1
）

▽
富
良
野 

今
井
顕
一（
4・1
）

▽
北
斗
　
大
井
川
か
お
り

 

（
4・1
）

▽
弘
前 

西
谷
慎
吾（
4・1
）

▽
八
戸 

佐
々
木
正
幸（
4・1
）

▽
五
所
川
原
　
工
藤
義
人

 

（
4・1
）

▽
つ
が
る 

山
口
淳
志（
4・1
）

▽
平
川 

今
井
匡
己（
4・1
）

▽
盛
岡 

法
領
田
剛（
4・1
）

▽
奥
州 

鈴
木
常
義（
4・1
）

▽
白
石 

髙
橋
秀
人（
4・1
）

▽
名
取 

綱
川
宏
一（
4・1
）

▽
多
賀
城 

長
瀬
義
博（
4・1
）

▽
登
米 

櫻
　
節
郎（
4・1
）

▽
大
崎 

佐
藤
秀
宜（
4・1
）

▽
大
仙 

大
沼
利
樹（
4・1
）

▽
北
秋
田 

金
　
英
則（
4・1
）

▽
に
か
ほ 

今
野
和
彦（
4・1
）

▽
天
童 

吉
田
聖
志（
４・１
）

▽
郡
山 

遠
藤
尚
孝（
4・1
）

▽
二
本
松 

阿
部
清
久（
4・1
）

▽
尾
花
沢 

菅
原
幸
雄（
4・1
）

▽
喜
多
方 

庄
司
一
也（
４・１
）

▽
田
村 

渡
辺
　
悟（
4・1
）

▽
柏
崎 

宮
崎
靖
彦（
4・1
）

▽
阿
賀
野 

陸
　
俊
弘（
4・1
）

▽
高
岡 

高
嶋
史
恵（
4・1
）

▽
魚
津 

江
田
直
樹（
4・1
）

▽
氷
見 

布
尾
　
誠（
4・1
）

▽
黒
部 

林
　
茂
行（
4・1
）

▽
福
井 

吉
田
裕
彦（
4・1
）

▽
敦
賀 

有
乗
正
志（
4・1
）

▽
越
前 

諸
山
陽
一（
4・1
）

▽
小
浜 

四
方
宏
和（
4・1
）

▽
鯖
江 

笠
嶋
忠
輝（
4・1
）

▽
あ
わ
ら 

東
　
俊
行（
4・1
）

▽
坂
井 

水
嶋
雅
江（
4・1
）

▽
小
諸 

塩
川
秀
治（
4・1
）

▽
茅
野 

久
保
田
好
康（
4・1
）

▽
武
蔵
野 

菅
原
誠
治（
4・1
）

▽
青
梅 

増
田
博
司（
4・1
）

▽
国
分
寺 

伊
藤
寿
一（
4・1
）

▽
福
生 

村
野
和
彦（
4・1
）

▽
清
瀬 

粕
谷
　
勝（
4・1
）

▽
あ
き
る
野
　
大
久
保
学

 

（
4・1
）

▽
西
東
京 

松
本
貞
雄（
４・１
）

▽
杉
並 

森
　
雅
之（
4・1
）

▽
足
立 

大
谷
博
信（
4・1
）

▽
江
戸
川 

後
藤
　
隆（
4・1
）

▽
相
模
原
　
増
田
美
樹
夫

 

（
４・１
）

▽
厚
木 

髙
橋
幸
雄（
4・1
）

▽
大
和 

石
川
正
道（
4・1
）

▽
綾
瀬 

中
西
忠
彦（
4・1
）

▽
富
士
吉
田
　
小
野
　
直

 

（
4・1
）

議
会
人
事

令和６年能登半島地震令和６年能登半島地震
義 援 金 贈 呈義 援 金 贈 呈
被災地の一日も早い復旧と

復興を支援するため、北信越
市 議 会 議 長 会 に 口 座 を 開 設
し、3月25日まで各市区議会
にご協力をお願いした義援金
は、総額1億９６４万６,721円と
なった。

義援金は、本会及び北信越市
議会議長会で決めた基準に基づ
いて次のとおり贈呈された。

義援金総額
（利息を含む） 109,646,721円

福井県市議会議長会 43,858円

新潟県市議会議長会 11,644,482円

石川県市議会議長会 93,835,664円

富山県市議会議長会 4,122,717円

•
•
 •

 •
 •

 •
•
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 トップページ > 議会改革の取組 > iJAMP 市議会最前線

市議会が進める独自の取組を毎月紹介する時
事通信社 iJAMP「市議会最前線」。4月は佐賀
県嬉野市議会が取り組む「顔の⾒える議会、投
票率の向上を目指して」を紹介しています。

本記事は、本会ウェブサイト「議会改革の取組」
でご覧になれます。

iJAMP 「市議会最前線」 / 佐賀県嬉野市▽
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全国市議会議員互助会は、任意加入の保険として傷害総合保険の「全国市議会議員団体補償制度」と疾
病やケガによる入院・手術を補償する「全国市議会議員医療保険制度」、議員活動やプライベートの様々な
賠償事故に備える「議員賠償責任保険」の事業のほか、死亡・高度障害による保険金（疾病、傷害）や障害の
等級による給付金（傷害による場合のみ）をお支払いする「全国市議会議員互助会団体定期保険」等の事業
を行っています。

ご不明な点がある場合には、全国市議会議員互助会（全国市議会議長会 総務部）（☎０３－３２６２－５２３３）まで 
お気軽にお問合せください。

簡単な加入手続き
時間保障

高齢社会に対応
（８５歳まで加入可能）

剰余金が生じた場合
は配当金として還元

不慮の事故または所定の感染症による死亡、
不慮の事故による所定の高度障害状態＊

の場合は倍額保障 ＊障害給付割合第１級に該当の場合

●お問い合わせ 全国市議会議員互助会（全国市議会議長会 総務部） ０３－３２６２－５２３３
●引受保険会社 大樹生命保険株式会社
※このチラシは、概要をご紹介したものです。ご加入にあたっては「団体定期保険のご案内」にて詳細をご確認ください。
ご不明な点がある場合には、お問い合わせ先までご照会ください。

■ 市区議会議員の福利厚生の一環として、ご遺族・所属議員の皆さまの生活
安定等を図るための保険です。

■ 議会の代表者が加入代表者となり、原則として、所属議員全員が加入する
１年定期の保険です。

公務中・公務外を
問わず保障します。

大樹

全国市議会議員互助会 団体定期保険
（（傷傷害害特特約約付付団団体体定定期期保保険険））

★死亡または所定の高度障害状態の場合に保険金、不慮の事故
による所定の障害状態の場合に給付金が支払われます。

　• 制度の目的および仕組  •
本制度は、全国市議会議員互助会の会員である
市区議会議員の福利厚生の一環として、死亡・高
度障害または傷害による身体障害に対し、諸給付
を行う保険です。剰余金が生じた場合は、配当金
を加入団体に還付します。

　• 加入団体および代表者  •
加入団体は、加入を希望する市区議会であり、
加入する議会は、原則として、全員一括加入とし
ます。また、その代表者は議会の議長または事務
局長となります。

　• 加入者（被保険者） •
加入者（被保険者）は本会会員の市区議会議員であ

り、最終更新時加入年齢は85歳6カ月までとなります。
　• 保険期間および責任開始期（加入日） • 
保険期間は、毎年5月１日（責任開始期（加入日））
から翌年４月30日までの１年間で、加入資格を満た
すかぎり毎年更新できます。
なお、新規に加入団体となる場合または新たに
加入資格が生じた議員が加入する場合は、保険期
間の中途に加入することができます。中途加入の
場合の保険期間は、中途加入日（責任開始期）か
ら翌年４月30日までで、その後加入資格を満たす
かぎり毎年更新できます。
詳しくは、「団体定期保険のご案内」（令和6年3月
１5日にて各市区議会事務局に送付）をご覧ください。

全国市議会議員互助会の保険
全国市議会議員互助会 団体定期保険 のご案内

（ 傷 害 特 約 付 団 体 定 期 保 険 ）（ 傷 害 特 約 付 団 体 定 期 保 険 ）

中途加入も随時受付

死亡または所定の高度障害状態の場合に保険金、不慮の事故死亡または所定の高度障害状態の場合に保険金、不慮の事故
によるによる所定の障害状態の場合に給付金が支払われます。所定の障害状態の場合に給付金が支払われます。

問わず
公務中・公

務外

保障します
。

令和6年5月1日から保険期間開始


